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トヨタ MIRAI（JPD10,20） 

FCEV（燃料電池自動車）について 2 
1. はじめに 

前回（2024 年 1 月号）では、トヨタの MIRAI（JPD10.20）をベースに、FCEV の概要を確認できる

資料として以下を紹介しました。 

 

・FCEV とは 

・FCEV が登場したのはいつ 

・誰でも購入できるの 

・現在新車購入が可能なメーカ 

・従来車との違い（システム編） 

（1）水素を供給するシステム 

（2）空気を供給するシステム 

 

 

 

今回は以下を確認します。 

・従来車との違い（システム編） 

（3）FC スタックを冷却するシステム 

（4）水（水蒸気）を排出するシステム    

 

2. 従来車との違い（システム編） 

前回の振返りですが、燃料電池のシステムは FC スタックを中心に大きく 4 つのシステムに分けるこ

とができます。 

（1）水素を供給するシステム 

（2）空気を供給するシステム 

（3）FC スタックを冷却するシステム 

（4）水（水蒸気）を排出するシステム 

  

  

  

特別記事 

前回まで 

今回、確認する内容 

 
MIRAI（JPD10） 

 
MIRAI（JPD20） 
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（3）FC スタックを冷却するシステム 

主な構成部品 

 ・FC スタッククーラント 

 ・FC ラジエータ Assy 

 ・FC クーリングウォータイオンエクスチェンジャ Assy 

  

FC スタックを冷却する際、冷却水に電気が流れるため 

絶縁性の高い FC スタッククーラントを使用します。 

 

この FC スタッククーラントは、FC スタック以外に  

インタクーラ Assy の冷却にも使用しています。 

 

 参考 

 FC スタック、インタクーラ Assy 以外のシステムは、 

 既存のスーパロングライフクーラントで冷却します。 

 

 

 

 

FC スタッククーラントを冷却している FC ラジエータ 

Assy は、冷却装置では車両前方から 3 番目に取付けら 

れています。 

①クーラコンデンサ Assy 

②ラジエータ Assy 

③FC ラジエータ Assy 

  

この構造は MIRAI の JPD10、20 とも同様です。 

写真は MIRAI（JPD10）のカットモデルです。 
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 ④FC クーリングウォータイオンエクスチェンジャ 

Assy は、FC スタッククーラント中の不純物イオン 

を除去し、FC スタックの発電効率低下を防止して 

います。 

 

この構造も MIRAI の JPD10、20 とも同様です。 

写真は MIRAI（JPD20）です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不純物イオンの除去は、④FC クーリングウォータ 

イオンエクスチェンジャ Assy 内の⑤FC クーリング 

ウォータイオンエクスチェンジャエレメントで行われ 

ます。 

    

 ⑤FC クーリングウォータイオンエクスチェンジャ 

エレメントの交換時期が近づくと、マルチインフォ 

メーションディスプレイに交換を促すアナウンスが 

表示されます。 
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（4）水（水蒸気）を排出するシステム  

主な構成部品 

 ・FC エキゾーストパイプ 

 ・ウォータリリーススイッチ 

 

 FC スタックから排出される水の温度は約 80℃です。 

 

 一般的な排気ガス温度と比べ低い温度であるため、 

 エキゾーストパイプは樹脂製を採用しています。 

 

※写真上で確認できる FC エキゾーストパイプは 

  青の網掛け、他の部品に隠れる箇所は破線網掛け 

表示をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 エキゾーストパイプは 4 分割構造 

①FC エキゾーストパイプ№1 

②FC エキゾーストテールパイプ Assy 

③FC エキゾーストパイプ№2 

④FC エキゾーストパイプ№3 
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 走行後、FC システムを停止させると、自動で FC 

スタック内にたまった水を排水します。 

これによって地面に水たまりができたり、寒い冬は 

水蒸気が発生することもあります。 

 

⑤FC ウォータリリーススイッチは、車庫や駐車場 

などで、排水量を少なくしたい場合に使用する 

スイッチです。 

このスイッチを押すことで、駐車前に排水が可能に 

なります。 

 

※ナビゲーションに自宅を登録することで、 

自宅到着前の排水（ナビ連動排水）も可能になり 

ます。 

 

 

 

今回の紹介は以上となります。 

次回は「従来車と違う点（その他）」を予定しております。 

 

以上 
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新型車構造情報  

 

 

メルセデス・ベンツ CLA（118312M）の 

ボディ構造、補給形態および取替作業について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１. はじめに 

今回は、メルセデス・ベンツ日本株式会社から 2019年 8月に発売された、２代目 CLA（グレード：200d、型

式：118312M)のボディ構造や補給部品、作業方法について、プラットフォームが共通のメルセデス・ベンツ A

クラス（グレード：A180Style、型式：177084）との比較を交えて紹介します。また、板厚については弊社で調査

した結果を参考値として記載しています。なお、リヤ外板を中心とした構造については本号で紹介しています。

フロント外板を中心とした構造については 2023年 11月号を参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CLAは、A クラス（５ドアハッチバック）をベースとした４ドアハードトップセダン（４ドアクーペ）で、プラットフォー

ムは両車とも「MFA2※1」を採用しています。A クラスと比較した値は上記のとおりで、ホイールベースは同数値

ですが、それ以外は CLAが大きくなっています。 

（※1） MFA：前輪駆動用プラットフォーム「Modular Front drive Architecture」の略。メルセデス・ベンツはコンパクトカー

の安全性を確保するためにコンパティビリティの考え方を 1990年代に研究。その考え方を基に開発されたのが

初代 A クラス（W168 1997年～2005年）で「MFA」の安全設計の基となっており、「MFA2」では電気自動車に

も対応しています。 

【MFA1採用車種】 A クラス(W176)、B クラス(W246)、GLA(X156)、CLA(C117) 他 

【MFA2採用車種】 A クラス(W177)、B クラス(W247)、GLA(H247)、GLB(X247)、CLA(C118)、EQA(H243) 他 

 
CLA 

200d 

Ａクラス 

A180 
数値差 

全長（mm） 4,695 4,440 +255 

全幅（mm） 1,830 1,800 +30 

全高（mm） 1,430 1,420 +10 

ホイールベース（mm） 2,730 2,730 ±0 

フロントトレッド（mm） 1,605 1,560 +45 

リヤトレッド（mm） 1,600 1,545 +55 

Ａクラス（177084） 
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２. フロントボディ構造、補給形態および取替作業 

（１）フロントボディ補給形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補給部品詳細】 

部品補給設定が無い部品は通称名を記載しています。 

A クラスと部品を比較し、同構造の部品はセルを黄色で表記しています。（2023年 11月現在） 

記号 部品名 補給 記号 部品名 補給 

a コンソールサイドメンバ ○ e 接続プレート × 

b フロントアッパサイドメンバ部 × f サイドメンバ外側 ○ 

c ロンジチューディナルメンバ ○ g サイドメンバ内側 ○ 

d ダンパストラットドーム部 × h サイドメンバ内側後部 × 

 

【Assy補給品】 

部品名 構成部品 補給 部品名 構成部品 補給 

フロントアッパサイドメンバ a ＋ b ○ ホイールハウス c ＋ d ＋ e ＋ f ＋ g ○ 

 

 

（ ）：板厚 mm、■：A クラスと同構造 

ａ (t=1.3) 

ｂ (t=1.3) 

ｄ (t=1.0) 

ｄ (t=1.3) 
ｆ (t=1.6) 

ｆ (t=1.8) ｄ (t=1.0) 

ｂ (t=1.5) 

サイドメンバ内側取付状態 

サイドメンバ内側取外し状態 

ｅ (t=1.4) ｄ (t=1.8) 

ｄ (t=1.0) 

ｇ (t=1.9) 

ｇ (t=1.6) 

ｄ (t=2.0) 

ｃ (t=1.1) 

ｄ (t=1.0) 

ｄ (t=1.3) 

ｈ (t=1.7) 

ｇ (t=1.6) 

ｇ (t=1.9) 

ｈ (t=1.7) 

ｄ (t=1.3) 

ｄ (t=1.0) 

ｃ (t=1.1) 

ｄ (t=2.0) 

ｅ (t=1.4) ｄ (t=1.8) 

ｄ (t=1.0) 

右側 左側 

■：A クラスと同構造 
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（２）フロントアッパサイドメンバ取替 

フロントアッパサイドメンバの補給部品は、Assy 補給の他に前部のみの単品補給（コンソールサイ

ドメンバ）が設定されています。取付作業は溶接およびブラインドリベットにて接合します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜フロントアッパサイドメンバ取替範囲イメージ＞ 

損傷に応じた取替事例を紹介します。なお、各作業範

囲に対して指数がある場合は、その作業項目番号を

併記しています。 

 

 

 

 

（３）フロントサイドメンバ取替 

①フロントサイドメンバ（Assy）取替 

ダンパストラットドーム、サイドメンバ内側および外側が一体の補給部品（ホイールハウス）を

使用して取替えます。取付作業は溶接およびブラインドリベットにて接合します。 

なお、ダンパストラットドーム部の単品補給は設定されていません。 

＜フロントサイドメンバ取替範囲イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

作業事例 ： 

フロントアッパサイドメンバ取替 （指数項目「B139」） 

■：フロントアッパサイドメンバ取替時、リベット接合箇所 補給部品 

フロントアッパサイドメンバ 

コンソールサイドメンバ 

■：A クラスと同構造 

【作業概要】 

フロントアッパサイドメンバのみの取替 

【作業概要】 フロントアッパサイドメンバおよびフロントサイドメンバ（Assy）の取替 

フロントサイドメンバ外側 フロントサイドメンバ内側 

作業事例 ： フロントサイドメンバ（Assy）取替 （指数項目「B170」） 

補給部品 

ホイール 

ハウス 

フロントアッパ 

サイドメンバ 

■：A クラスと同構造 

■：取外す箇所 

補給部品の後部に取付けられている

接続プレートを取外します。 

補給部品 

接続プレート 
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②フロントサイドメンバ半裁取替 

A クラスで設定されていた、フロントサイドメンバ前部の半裁取替専用の部品（サイドメンバフ

ロントピース）は、CLA では部品供給がなく、取替作業の設定がありません。 

 

３. サイドボディ構造、補給形態および取替作業 

（１）サイドパネルアウタ補給形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補給部品詳細】 

部品補給設定が無い部品は通称名を記載しています。 

A クラスと部品を比較し、同構造の部品はありません。（2023年 11月現在） 

記号 部品名 補給 記号 部品名 補給 

a サイドウォールパネル上部 × e リヤサイドウォール × 

b サイドウォールパネル外側前部 × f 接続プレートリヤパネル ○ 

c サイドウォールパネル外側後部 × g リテーナテールランプ ○ 

d リヤサイドウォール上部 × h トルーブ部 × 

【Assy補給品】 

部品名 構成部品 補給 部品名 構成部品 補給 

サイドウォールパネル a + b ○ リヤサイドウォール c + d + e + f + g + h ○ 

サイドウォールパネル外側 b + c ○    

 

ｅ (t=0.6) 

ｇ (t=0.6) 

ｄ (t=0.6) 

ｃ (t=0.6) ｈ (t=0.6) 

ａ (t=0.6) 

ｂ (t=0.6) 

ｆ (t=0.7) 

ｂ (t=0.6) 

ｃ (t=0.6) 

（ ）：板厚 mm 

※フロントアッパサイドメンバを同時に取替え

る場合は、前述（P.９）の「フロントアッパサイ

ドメンバ取替時、リベット接合箇所」を参照く

ださい。 

■：ホイールハウス取替時、リベット接合箇所 
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（２）インナアウタ補給形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補給部品詳細】 

部品補給設定が無い部品は通称名を記載しています。 

A クラスと部品を比較し、同構造の部品はセルを黄色で表記しています。（2023年 11月現在） 

記号 部品名 補給 記号 部品名 補給 

a ロンジチューディナルメンバ ○ h 接続プレート × 

b 接続プレート × i リヤホイールハウス × 

c Ａピラーリインホース上部 × j リヤインナＣピラー ○ 

d Ａピラーリインホース下部 × k Ｃピラーリインホースメント ○ 

e サイドメンバリインホース × l Ｃピラーインナ × 

f Ｂピラーリインホース × m* ロッキングアイホルダ × 

g サイドメンバリインホース後部 ×    

 

【Assy補給品】 

部品名 構成部品 補給 部品名 構成部品 補給 

サイドウォール外側 c + d + e + f + g + h ○ Cピラーインナ i + j + k + l ○ 

リヤホイールハウス i + j ○    

 

 

（３）サイドパネルアウタカット位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（ ）：板厚 mm、■：A クラスと同構造 

＊：ロッキングアイホルダ（m）はリヤサイドウォールと一体で補給される部品 

   ：アウタパネルカット可能位置 

ａ (t=1.1) 

ｅ (t=1.2) 

ｇ (t=1.0) 

ｄ (t=1.2) 

ｃ (t=1.6) 

ｈ (t=1.4) 

ｂ (t=1.4) 

ｆ R/F(t=1.4) 

ＩＮＮ（t=1.5） 

ｉ (t=0.6) 

ｊ (t=0.6) 

ｋ (t=0.6) 

ｆ (t=1.5) 

ｌ (t=0.7) 

ｍ (t=1.3) 

ｋ (t=1.0) 

■：A クラスと同構造 
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（４）サイドボディ取替作業 

①Ａピラーアウタ取替 

Ａピラーアウタ取替範囲の補給部品が設定されていないため、Ａピラー＋Ｂピラー＋サイドメンバ

の Assy 部品（サイドウォールパネル）を使用して取替えます。 

取付作業は溶接およびブラインドリベットにて接合します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜Ａピラーアウタ取替範囲イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②Ｂピラーアウタおよびサイドメンバアウタ取替 

Ｂピラーのアウタパネルおよびサイドメンバアウタ（サイドウォールパネル外側）は、作業範囲に

応じて補給部品（サイドウォールパネルまたはサイドウォールパネル外側）を選択して取替えます。 

取付作業は溶接およびブラインドリベットにて接合します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補給部品 

サイドウォールパネル 

サイドウォールパネル外側 

■：Ｂピラーアウタ、サイドシルアウタ取替時、リベット接合箇所 

作業事例： 

フロントアッパサイドメンバ、Ａピラーアウタ上部および 

下部でのカット取替 （指数項目「B195」） 

【作業概要】 

フロントアッパサイドメンバ取替に加え、 

Aピラーアウタパネルを上部および下部でカットして取替 

■：Aピラーアウタ取替時、リベット接合箇所 

フロントアッパ 

サイドメンバ 

サイドウォール 

パネル 

補給部品 

■：A クラスと同構造 
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＜Ｂピラーアウタおよびサイドメンバアウタ取替範囲イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業事例（A）： 

Ｂピラーアウタ取替（指数項目「B235」） 

作業事例（B）： 

サイドメンバアウタ取替（指数項目「B240」） 

作業事例（C）： 

サイドメンバアウタ取替 （指数なし） 

作業事例（D）： 

サイドメンバアウタ後部（ロックピラー部）取替（指数項目「B266」） 

【作業概要】 （A）Bピラーアウタ（サイドウォールパネル）を上部および前後部でカットして取替 

（B）サイドウォールパネル外側を Bピラー下部および前後部でカットして取替 

（C）サイドウォールパネル外側を Aピラー下部、B ピラー下部、ロックピラー部でカットして取替 

（D）サイドウォールパネル外側のロックピラー部のみを取替 
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③リヤフェンダ取替 

リヤフェンダ（リヤサイドウォール）

の補給部品には、リテーナテールラン

プ、接続プレートリヤパネル、トルー

フ部、ロッキングアイホルダが取付け

られた状態で補給されます。なお、リ

テーナテールランプ、接続プレートリ

ヤパネルは単品補給の設定があります

が、それ以外は設定はありません。 

リヤサイドウォールを取替える際、ロッキングアイホルダはボディ側に残します。取付ける際に

はロッキングアイホルダを補給部品のリヤサイドウォールから取外します。取付作業は溶接およ

びブラインドリベットにて接合します。 

なお、リヤホイールハウスを同時に取替える場合は、ロッキングアイホルダを補給部品に取付け

られている状態でリヤサイドウォールと共に取替えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜リヤサイドウォール取替範囲イメージ＞ 

 

 

 

 

リヤサイドウォール（補給なし） トルーフ部（補給なし） 

ロッキング 

アイホルダ 

（補給なし） 

リテーナテールランプ 

（補給あり） 

接続プレートリヤパネル（補給あり） 

補給部品 

リヤサイドウォール 

■：取外す箇所 

■：リヤサイドウォール

取替時、リベット接

合箇所 

作業事例： 

リヤサイドウォール上部および下部でのカット取替 

（指数項目「B270」） 

ロッキング 

アイホルダ 

【作業概要】 

ロッキングアイホルダをボディ側に残して、 

リヤサイドウォールの上部および下部をカットして取替 
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④リヤホイールハウスアウタ取替 

C ピラーリインホースメントがリヤホイールハウスアウタの上部に重なっているため、C ピラー

リインホースメントをカットして取替えます。 

また、リヤホイールハウスアウタを取替える際、補給部品からリヤインナ C ピラーを取除いてリ

ヤホイールハウスアウタを取替えます。 

取付作業は溶接およびブラインドリベットにて接合します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜リヤホイールハウスアウタ取替範囲イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業事例 ： リヤホイールハウスアウタ取替 （指数項目「B280」） 

右側 左側 

【作業概要】 Cピラーリインホースメント下部をカット、リヤインナ Cピラーを残してリヤホールハウスアウタを取替 

リヤホイール 

ハウスアウタ 

カット位置 

C ピラー 

リイン 

ホースメント 

リヤホイール 

ハウスアウタ 

C ピラーリインホースメント 

■：リヤホイールハウスアウタ取替時、リベット接合箇所 

■：取外す箇所 

補給部品 

リヤインナ 

C ピラー 



16  自研センターニュース 2024 年 2 月号  

 

３. リヤボディ構造、補給形態および取替作業 

（１）バックパネル、リヤフロア、リヤサイドメンバ補給形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補給部品詳細】 

部品補給設定が無い部品は通称名を記載しています。 

A クラスと部品を比較し、同構造の部品はセルを黄色で表記しています。（2023年 11月現在） 

記号 部品名 補給 記号 部品名 補給 

a リテーナテールランプ ○ g マウンティングコンソール ○ 

b リヤセンタピース ○ h サイドメンバカバーリヤ ○ 

c フロントラゲッジルームリセス × i バンパブラケット × 

d リヤアクスルメンバフロントリヤエンドフロア ○ j リヤサイドメンバ × 

e リヤラゲッジルームリセス ○ k リヤサイドメンバリインホース × 

f サイドメンバカバーフロント ○ l リテーナ × 

 

【Assy補給品】 

部品名 構成部品 補給 

リヤサイドメンバ i + j + k + l ○ 

■：A クラスと同構造 

ｂ (t=0.8) 

ｂ (t=0.7) 

ｂ (t=1.0) 

ａ (t=0.6) 

ｂ (t=1.0) 

ｂ 

ｅ (t=0.6) 

ｄ (t=1.0) 

ｃ (t=0.8) 

ｉ (t=2.7) 

ｈ (t=1.4) 

ｇ (t=1.4) 

ｆ (t=1.9) 

ｉ (t=2.7) ｊ (t=1.4) ｋ (t=2.0) 

ｊ (t=1.4) ｌ (t=2.1) 

ｄ (t=1.2) 

（ ）：板厚 mm、■：A クラスと同構造 
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（２）リヤボディ取替作業 

①リヤセンタピース取替 

 

 

 

 

 

 

 

 

リヤセンタピースの両側上部はリテーナテールラン

プの内側に入り込んでいます。（断面 A－B） 

また、リヤサイドメンバ後端部（バンパブラケット）に

はリヤクロスメンバ（バンパリインホース）取付用のウ

ェルドスクリュがリヤセンタピースを貫通して取付けら

れています。（断面 C－D） 

 

＜リヤセンタピース取替＞ 

上記（２）①の構造により、両側リテーナテールランプを含めた場合と残した場合で、リヤセンタピースの作業が

異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【作業概要】 

上部がリテーナテールランプの内側に入る構造のため、両側

のリテーナテールランプが外れている状態で、リヤセンタピー

スを取付けて、最後に左右のリテーナテールランプを取付け

ます。 

【作業概要】 

リヤセンタピース上部をリテーナテールランプ内側に入れる

際、下部がウェルドスクリュと干渉するため、ウェルドスクリュ

（左右計６本）を外し、その状態でリヤセンタピースを取付け

て、最後にウェルドスクリュを取付けます。 

 

ウェルドスクリュ 

作業事例（A）： 

リヤセンタピース、両側リテーナテールランプ取替 

（指数項目「B290(1)」） 

作業事例（B）： 

リヤセンタピース、両側ウェルドスクリュ取替 

（指数項目「B290(2)」） 

取外し状態 取外し状態 

リヤセンタピース 

リテーナテールランプ 

C 

D 

A 

B 

リテーナテールランプ 補給部品 

リヤセンタピース 

ウェルドスクリュ 

＜断面 A-B＞ 

リヤセンタピース 

リテーナ 

テールランプ 

C ピラー 

インナ 

＜断面 C-D＞ 

リヤセンタピース 

ウェルド 

スクリュ 

バンパ 

ブラケット 
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＜リヤサイドウォール、リヤセンタピース取替範囲例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業事例（A）： 

リヤサイドウォール、リヤセンタピース、両側リテーナテール 

ランプ取替 （指数項目「B310(1)」） 

作業事例（B）： 

リヤサイドウォール、リヤセンタピース、両側ウェルドスクリュ 

取替 （指数項目「B310(2)」） 

【作業概要】 

（A）リヤサイドウォール上部および下部でのカット取替に加えて、リヤセンタピース、両側リテーナテールランプ取替 

（B）リヤサイドウォール上部および下部でのカット取替に加えて、リヤセンタピース、ウェルドスクリュ（計６本）取替 

後方視 

右外側視 右外側視 

後方視 

内側視 内側視 
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②ラゲッジルームリセス取替 

リヤフロア（ラゲッジルームリセス）は前後に分割された構造で、A クラスではフロント部（フ

ロントラゲッジルームリセス）の単品補給が設定されていましたが、CLA では設定されていませ

ん。 

また、リヤラゲッジルームリセスの取替作業については、部品は供給されているものの、A クラ

ス同様の作業が CLA では設定されていません。したがって、ラゲッジルームリセス取替の指数は

作成していません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③リヤサイドメンバ取替 

リヤサイドメンバは後部取替用の部品（リヤサイドメンバ）が

設定されています。 

リヤサイドメンバの後部取替作業について、部品は供給されて

いるものの、A クラス同様の作業が CLA では設定されていま

せん。したがって、リヤサイドメンバ後部取替の指数も作成し

ていません。 

 

 

 

 

５. ルーフ構造、補給形態および取替作業 

（１）ルーフ構造、補給形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ルーフパネル 

リヤルーフインシュレータ フロントルーフインシュレータ 

■：A クラスと同構造 

補給部品 

フロントラゲッジ 

ルームリセス 

（A クラス：補給あり） 

（CLA：補給なし） 

リヤアクスル 

メンバフロント 

リヤエンドフロア 

リヤラゲッジ 

ルームリセス 

リヤラゲッジ 

ルームリセス 

リヤ 

アクスル 

メンバ 

フロント 

リヤエンド 

フロア 

フロントラゲッジ 

ルームリセス 

補給部品 

マウンティング 

コンソール 

リヤサイドメンバ 

サイド 

メンバ 

カバー 

リヤ 

サイドメンバ 

カバーフロント 

■：A クラスと同構造 
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（２）ルーフ取替作業 

ルーフパネル全周が溶接で取付けられています。取替作業で取付ける際も溶接で接合します。 

 

＜ルーフパネル取替範囲イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６. まとめ 

今回は CLA のボディについて、同じプラットフォーム（MFA2）を採用している A クラスと比較し

て紹介しました。フロントおよびリヤの一部では同じ補給部品が採用されていますが、多くの部位

で補給や取替作業が異なります。また、同モデルにおいてもイヤーモデルにより構造が変更される

場合や部品供給形態も変更される場合がありますのでご注意いただくとともに、修理の見積りや作

業におきましては現車および最新の情報をご確認ください。 

なお、メルセデス・ベンツ日本株式会社では、作業によって専用のワークショップインフォメーシ

ョンシステムや SST などを指定しており、該当部位の損傷が確認された場合は「認定ボディショッ

プ」への入庫を推奨しています。 

2023 年 12 月に発刊された構造調査シリーズ №J-945「メルセデス・ベンツ CLA（200d）

（118312M）」では、今回の情報を含め掲載しておりますので併せてご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業事例 ： ルーフパネル取替 （指数項目「B260」） 
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ニッサン アリア Ｂ６(FE0)構造調査 
 

1. はじめに 

2022 年 5 月に、日産自動車株式会社から発売されたアリアＢ６(FE0)についてフロント構造とリヤ構

造の調査結果を紹介します 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．フロント構造 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

（1）サイドレーダドライブエイドコントローラＡｓｓｙ 

プロパイロット 2.0 装備車は、フロントバンパフェーシアにサイドレーダドライブエイドコントロー

ラ Assy(以下、サイドレーダ)が取付けられています。サイドレーダやフロントバンパフェーシアを取

外しまたは取替えた場合は、システムを正常に作動させるためにカーメーカから指定されたサイドレ

ーダ調整等の作業が必要となります。その他作業の詳細については、カーメーカ発行のサービスマニ

ュアルを確認してください。 

新型車構造情報 

サイドレーダドライブエイド

コントローラＡｓｓｙ 
(サイドレーダ) 

Up 

RH 

Up 

Fr 
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（3）フロントビューカメラＡｓｓｙ 

フロントビューカメラ Assy は、フロントエンブレムの下に取付けられています。フロントエンブレム

より後方にレイアウトされているため、低速度で 12 時方向からの衝突時は、直接損傷しにくいと考え

られますが、フロントエンブレムの後退により損傷を受ける可能性があります。詳しくは、3 月号掲載

予定のアリアＢ６(FE0)前部衝突の損傷診断を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

  

（2）フロントグリル 

フロントグリルは、フロントグリル Assy とアッパラジエータグリルで構成され、フロントグリル Assy

にはディスタンスセンサ Assy およびフロントビューカメラ Assy が取付けられています。サイドレー

ダ同様にフロントグリルの構成部品を取外しまたは取替えた場合は、システムを正常に作動させるた

めにカーメーカから指定されたフロントカメラのキャリブレーション等の作業が必要となります。詳

細については、カーメーカ発行のサービスマニュアルを確認してください。 

ディスタンスセンサＡｓｓy 

フロントビューカメラＡｓｓｙ 

アッパラジエータグリル フロントグリルＡｓｓｙ 

フロントビューカメラＡｓｓｙ 

フロントエンブレム 

フロントエンブレム前端 

フロントビューカメラＡｓｓｙ
前端 

Up 

Fr 

また、サイドレーダが取付けられているフロントバンパフェーシアを補修する場合、補修内容によっ

てはサイドレーダが正常に作動しなくなる恐れがあります。カーメーカ発行のサービスマニュアルに

はサイドレーダ照射範囲の修理および補修について掲載されているので、掲載内容を理解の上、作業

を行ってください。 

：サイドレーダ照射範囲(イメージ) 
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（4）フロントバンパセンタインナレインフォース 

フロントバンパセンタインナレインフォースは、鋼板製のレインフォース部とクラッシュボックス部

が溶接で締結された構造です。また、クラッシュボックス部の内側に穴が多く開けられているため、

フロントバンパセンタインナレインフォースに低速度で 12 時方向からの衝突エネルギを受けた際に

は、クラッシュボックス部の内側が潰れるため、フロントサイドメンバ Assy 外側への押し広がりは、

しにくいと考えられます。 

また、フロントバンパセンタインナレインフォースにはラジエータシャッタ Assy をはじめ、フロント

バンパレインフォース Assy やボディハーネス、センサブラケットが取付けられています。衝突により

フロントバンパセンタインナレインフォースが後退するとこれらの部品も追従して損傷する可能性が

あります。 

上面 

Fr 

RH 

Up 

RH 

裏面 

矢視 

矢視 

Up 

Fr 

穴 

センサブラケット 

ラジエータシャッタＡｓｓｙ 

フロントバンパレインフォースＡｓｓｙ 
ボディハーネス 
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（5）モータルームハーネス 

モータルームハーネスは、フロントバンパセンタインナレインフォースやラジエータコアアッパサポ

ート前面にも取り回されています。モータルームハーネスの補修用コネクタは、パーツカタログ(2024

年 1 月現在)に掲載されていませんが、今回、一部のコネクタについて電子配線図からコネクタ番号を

検索しコネクタキットを確認したので紹介します。 

B１３７：イルミネーションエンブレム 

品番 ：24008-8992B 

B７８：ワイヤ toワイヤ 
品番：24008-8998E   

Ｅ６０：アクティブグリルシャッタ 

Ｅ６１：アクティブグリルシャッタ 
品番：24008-8996E   

Ｅ７ ：外気温センサ 

品番：24008-7999D 
Ｅ６４：フロントコンビネーションランプ 
Ｅ６５：フロントコンビネーションランプ 
品番：24008-7998E   

クリップハーネス   

品番：24225-C9901 
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（6）ヘッドランプＡｓｓｙ 

ヘッドランプ Assy は、セダンやハッチバックなどと比較すると高い位置にレイアウトされているた

め直接は、損傷しにくいと考えられます。一方、ヘッドランプ Assy にデイタイムランニングランプ

Assy が取付けられる構造のため、低速度で 12 時方向から衝突の際はデイタイムランニングランプ

Assy の後退によりフロントバンパフェーシアに隠れている部分が損傷を受ける可能性があります。 

デイタイムランニングランプ

Ａｓｓｙ取付箇所 

ヘッドランプＡｓｓｙ取付箇所 

（7）フード 

フードはアルミ製で、スクラッチシールド採用車は、フード裏面にコーションペイントリペアラベル

が貼り付けられています。 

コーションペイントリペアラベル 

Up 

RH 

デイタイムランニングランプＡｓｓｙ裏面 

（8）ラジエータコアアッパサポート 

ラジエータコアアッパサポートは、フロントバンパフェーシア先端から比較的後方に位置しているた

め、極低速度での衝突では、フロントバンパフェーシアが後退してもラジエータコアアッパサポート

は、波及損傷しにくいと考えられます。 

フロントバンパフェーシア 
先端 

ラジエータコアアッパ 
サポート先端 ラジエータコアアッパ 

サポート先端 

ラジエータコアアッパサポート 
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なお、ラジエータコアアッパサポートはボデーにボルトで締結されていますが、バッテリチャージャ

Assy を固定するブラケットがラジエータコアアッパサポート上面にあるスタッドボルトと締結され

ているため、ボデーとの締結を外してもラジエータコアアッパサポートを引上げられず、容易に取外

せない構造となっています。 

Fr 

UP 

スタッドボルト 

ブラケット 

バッテリチャージャＡｓｓｙ 

（8）フロントサイドメンバ 

フロントサイドメンバは、モータルーム側のフロントサイドメンバ Assy とホイールハウス側のフロ

ントサイドメンバクロージングプレートで構成されています。どちらも長手方向にリインホースが取

付けられ、サイドメンバ損傷時の半裁取替作業は、メーカ指示されていません。 

ラジエータコアサイドサポート 
（サイドサポート部） 

ラジエータコアサイドサポート  
（サイドメンバ先端プレート部） 

フロントサイドメンバ Assy の構成部品であるラジエータコアサイドサポートは、閉断面構造のサイ

ドサポート部と引張り強さ(980MPa)のサイドメンバ先端プレート部で構成されているため、変形など

の損傷をした場合は、修正しにくいと考えられます。 

フロントサイドメンバＡｓｓｙ（モータルーム側） フロントサイドメンバクロージングプレート（ホイールハウス側） 

Up 

Fr 

Up 

Fr 

注）：自研センターでの実測測定値 

リインホース部
板厚：１.７㎜ 

リインホース部 

板厚：2.0㎜ 

板厚：１.７㎜ 

板厚：１.3㎜ 

板厚：2.1㎜ 

リインホース部
板厚：１.７㎜ 

板厚：１.７㎜ 
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（9）ラジエータＡｓｓｙ 

ラジエータ Assy は、アッパ取付部がホルダ形状になっています。ホルダ部にラジエータコアアッパサ

ポートからピンを差込む構造のため、ピンのみが折損した場合はピンを取替えることでラジエータ

Assy を再使用することができます。 

ピン 

（10）エアコンディショナコンデンサＡｓｓｙ 

エアコンディショナコンデンサ Assy の冷媒は、HFC134a を使用しています。大気放出禁止のため、

エアコンディショナコンデンサ Assy 取外し時は、フロンガス回収が必要となります。 

ホルダ部 

ピン取付位置 

（11）モータルーム 

衝突によりラジエータコアアッパサポートが大きく後退すると、ブラケットを介してバッテリチャー

ジャ Assy が後退する構造になっています。損傷診断時は、バッテリチャージャ Assy 後部の取付けボ

ルトの位置を見ることで後退の有無が確認できます。 

□部拡大 

衝突によりバッテリチャー
ジャＡｓｓｙ取付けボルトが
後退する構造 バッテリチャージャ Assy 

Up 

LH 
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3．リヤ構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（1）サイドレーダドライブエイドコントローラＡｓｓｙ 

サイドレーダドライブエイドコントローラ Assy(以下、サイドレーダ)は、リアバンパロアフェーシア

に取付けられています。サイドレーダやリアバンパロアフェーシアを取外しまたは取替えた場合は、

システムを正常に作動させるためにカーメーカから指定されたサイドレーダ調整等の作業が必要とな

ります。詳細については、カーメーカ発行のサービスマニュアルを確認してください。 

サイドレーダドライブエイド
コントローラＡｓｓｙ 
(サイドレーダ) 

Up 

LH 

Up 

Rr 

（2）キックモーションセンサコントローラ 

キックモーションセンサコントローラは、リアバンパブラケットを介してリアバンパロアフェーシア

に取付けられています。キックモーションセンサコントローラをはじめ、リアバンパブラケット、キ

ックモーションセンサユニットが各々補給部品設定されているため、損傷箇所に応じて取替えること

ができます。 

リアバンパブラケット 
キックモーションセンサユニット 

キックモーションセンサユニット 

キックモーションセンサ 

コントローラ 

Up 

LH 

 リアバンパロアフェーシア裏面  

 リアバンパ裏面  

また、サイドレーダが取付けられているリアバンパロアフェーシアを補修する場合、補修内容によっ

てはサイドレーダが正常に作動しなくなる恐れがあります。カーメーカ発行のサービスマニュアルに

は、サイドレーダ照射範囲の修理および補修について掲載されているので掲載内容を理解の上、作業

を行ってください。 

：サイドレーダ照射範囲(イメージ) 



 自研センターニュース 2024 年 2 月号 29 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（3）インナリアバンパセンタレインフォース 

インナリアバンパセンタレインフォースは、鋼板製のレインフォース部とクラッシュボックス部が溶

接で締結された構造です。フロントバンパセンタインナレインフォース同様に、クラッシュボックス

部の内側に穴が開けられているため、インナリアバンパセンタレインフォースに低速度で 6 時方向か

らの衝突エネルギを受けた際には、波及でクラッシュボックス部の内側が潰れるため、サイドリアメ

ンバ外側への押し広がりは、しにくいと考えられます。 

上面 

裏面 

Rr 

LH 

Up 

LH 

矢視 Up 

Rr 

穴 

（4）バックドアＡｓｓｙ 

バックドア Assy は樹脂製で、塗装処理された接着剤が塗布されています。バックドア Assy からバッ

クドアウインドウガラスを取外すと塗装処理された接着剤が切断されるため、バックドアウインドウ

ガラス取外し時のバックドア Assy は、再使用不可部品に指定されています。 

バッテリ端子取外し後にバックドア Assy を開ける場合、多くの車種はバックドアトリムにあるサー

ビスホールを取外し、ロック機構のレバーを動かして解錠しますがアリアは、バックドアトリムにサ

ービスホールがありません。室内側から見えているロック機構のレバーを動かすことで解錠すること

ができます。 

バックドアウインドウガラス 

□部拡大 

バックドアトリム 

室内側 

レバー 

バックドア Assy 
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（5）ボディハーネス 

ボディハーネスは、インナリアバンパセンタレインフォースにも取り回されています。ボディハーネ

スの補修用コネクタは、パーツカタログ(2024 年 1 月現在)に掲載されていませんが今回、一部のコネ

クタについて電子配線図からコネクタ番号を検索し、コネクタキットを確認したので紹介します。 

クリップハーネス   
品番：24225-C9901 

B１６６：室外アンテナ 
品番 ：24008-8992B 

B１５７：オートバックドアブザー 

品番 ：24008-8990C 

B７９ ：ワイヤ toワイヤ 
B８０ ：ワイヤ toワイヤ 

品番 ：24008-8999E 
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（6）リアアッパパネル 

リアアッパパネルは、インナリアバンパセンタレインフォース端部より前方に位置しています。イン

ナリアバンパセンタレインフォース端部との距離が近いため、6 時方向から低速度での衝突入力があ

った場合、損傷を受ける可能性があります。詳しくは、3 月号掲載予定のアリアＢ６(FE0)後部衝突の

損傷診断を参照してください。 

リアアッパパネル端部 

インナリアバンパセンタ 

レインフォースメント端部 

Up 

Fr 

リアアッパパネル 

アンダカバー類 取付状態 

フロントフロアインシュレータ 

（7）下回り 

下回りは、リチウムイオンバッテリ部分を含め、アンダカバー類で覆われています。アンダカバー類

取外し後は、リチウムイオンバッテリケースが直接見えるため、損傷確認しやすいと思われます。 

Rr 

LH 

Rr 

LH 

アンダカバー類 取外し状態 
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（9）サイドリアメンバ 

サイドリアメンバはエクステンション部、リアメンバ部、サイドシル部で構成され、一体補給で部品

設定(2024 年 1 月現在)されています。 

また、エクステンション部は、比較的引張り強さが大きい 780MPa の鋼板を使用し、インナリアバン

パセンタレインフォース取付部をプレート部とフランジ部で補強している構造です。そのため、低速

度での衝突の場合、エクステンション部は、損傷しにくいと考えられます。 

LH 

Rr 

エクステンション部 

プレート部 

フランジ部 

（8）ラゲージルーム 

リアリアフロアやリアインナホイールハウスは、各々フロントフロアインシュレータが取付けられて

いるため、トリム類の取外しだけでは、損傷確認しにくい構造です。 

フロントフロアインシュレータ 

Fr 

LH 

Up 

Fr 

LH 

Rr 

サイドリアメンバ 上面視 

エクステンション部

引張り強さ 780MPa 

リアメンバ部 
引張り強さ 1300MPa 

サイドシル部 

引張り強さ 980MPa 

インナリアバンパ 

センタレインフォース 

□部 拡大 

リアインナホイールハウスインシュレータ 
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4．おわりに 

フロントは、フロントバンパセンタインナレインフォースに低速度で 12 時方向からの衝突エネルギ

を受けた際には、クラッシュボックス部の内側が潰れるため、フロントサイドメンバ Assy 外側への

押し広がりは、しにくい形状の一方、フロントサイドメンバ Assy 先端が損傷した場合は、閉断面構

造のサイドサポート部と引張り強さ(980MPa)のサイドメンバ先端プレート部で構成されているため、

変形などの損傷をした場合は、修正しにくい構造と考えられます。 

リヤも、インナリアバンパセンタレインフォースに低速度で 6 時方向からの衝突エネルギを受けた際

には、クラッシュボックス部の内側が潰れるため、サイドリアメンバ外側への押し広がりは、しにく

いと考えられます。また、インナリアバンパセンタレインフォースを取付るサイドリアメンバ後端部

は、プレート部とフランジ部で補強しているため、低速度での衝突の場合はエクステンション部の損

傷は、しにくいと考えられる構造でした。 

修理の面では、サイドレーダが取付けられているフロントバンパフェーシアやリアバンパロアフェー

シアの補修判断の確認や、運転支援システムの再設定・調整が必要となる場合もあります。詳しくはカ

－メーカ発行のサービスマニュアルを確認してください。 

【参考資料】アリアＢ６(FE0) 電子配線図 
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 指数テーブル表記変更のご案内  

 

 

1. はじめに 

自研センターでは 2024 年 4 月より指数テーブルの視認性向上を目的に表記の一部を変更します。 

ここではその概要について紹介します。 

 

2. 指数テーブル表記変更事例 
(1) 指数値欄の表記変更 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更後の指数テーブル 現状の指数テーブル 

Ｍ０３０ 

（１）片側フロントサスペンション脱着 

２ＡＲ－ＦＥ ４ＷＤ 

右側 

○．○○ 

Ａ２５Ａ－ＦＸＳ ２

ＷＤ 左側 

△．△△ 

２ＡＲ－ＦＥ  ２Ｗ

Ｄ、２ＡＲ－ＦＥ ４

ＷＤ 左側 

□．□□ 

 

取外し状態 

・フロントバンパカバー 

・ラジエータグリルサブＡｓｓｙ 

・ヘッドランプＡｓｓｙ 

・カウルトップベンチレータルーバサブＡｓｓｙ 

・ウインドシールドワイパモータＡｓｓｙおよびウインドシー

ルドワイパリンクＡｓｓｙ 

・カウルトップパネルサブＡｓｓｙアウタ 

・フェンダサブＡｓｓｙフロント 

・ウインドシールドアウトサイドモールディングロワー 

・フェンダパネルマッドガード 

・フロントサイドフィックスウインドウＡｓｓｙ 

・エンジンアンダカバーリヤ 

・フロントフロアカバー 

 

(含)作業および部品 

・ドライブシャフトベアリングブラケットホールスナップリ

ング取替 

・フロントサスペンションアームサブＡｓｓｙロワー№１脱着 

・フロントフェンダエプロンシール脱着 

・トランスファオイル補充 

・トランスミッションオイル補充 

・ブレーキエア抜き 

・フロントホイールアライメント測定 

・ロードテスト 

 

 

Ｍ０３０ 

（１）片側フロントサスペンション脱着 
２ＡＲ－ＦＥ 

４ＷＤ 

右側 

○．○○ 

Ａ２５Ａ－ＦＸＳ 

２ＷＤ 

左側 

△．△△ 

２ＡＲ－ＦＥ 

２ＷＤ 

□．□□ 

２ＡＲ－ＦＥ 

４ＷＤ 

左側 

□．□□ 

 

取外し状態 

・フロントバンパカバー 

・ラジエータグリルサブＡｓｓｙ 

・ヘッドランプＡｓｓｙ 

・カウルトップベンチレータルーバサブＡｓｓｙ 

・ウインドシールドワイパモータＡｓｓｙおよびウインドシー

ルドワイパリンクＡｓｓｙ 

・カウルトップパネルサブＡｓｓｙアウタ 

・フェンダサブＡｓｓｙフロント 

・ウインドシールドアウトサイドモールディングロワー 

・フェンダパネルマッドガード 

・フロントサイドフィックスウインドウＡｓｓｙ 

・エンジンアンダカバーリヤ 

・フロントフロアカバー 

 

(含)作業および部品 

・ドライブシャフトベアリングブラケットホールスナップリ

ング取替 

・フロントサスペンションアームサブＡｓｓｙロワー№１脱着 

・フロントフェンダエプロンシール脱着 

・トランスファオイル補充 

・トランスミッションオイル補充 

・ブレーキエア抜き 

・フロントホイールアライメント測定 

・ロードテスト 

 

 

① 

 

 

 

 

② 

① 

 

 

 

 

 

 

② 

【現状】 

仕様詳細の区切りが 

分かり難い 

【変更点】 

仕様詳細ごとに区切 

り字下げ表記するこ 

とで視認性を向上 

【現状】 

複数の仕様を表記し 

ているが区切りの句 

点「、」の位置が分 

かり難い 

Ｍ０３０ 

（１）片側フロントサスペンション脱着 

２ＡＲ－ＦＥ ４ＷＤ 

右側 

○．○○ 

 

取外し状態 

・フロントバンパカバー 

・ラジエータグリルサブＡｓｓｙ 

・ヘッドランプＡｓｓｙ 

・カウルトップベンチレータルーバサブＡｓｓｙ 

・ウインドシールドワイパモータＡｓｓｙおよびウインドシー

ルドワイパリンクＡｓｓｙ 

・カウルトップパネルサブＡｓｓｙアウタ 

・フェンダサブＡｓｓｙフロント 

・ウインドシールドアウトサイドモールディングロワー 

・フェンダパネルマッドガード 

・フロントサイドフィックスウインドウＡｓｓｙ 

・エンジンアンダカバーリヤ 

・フロントフロアカバー 

 

(含)作業および部品 

・ドライブシャフトベアリングブラケットホールスナップリ

ング取替 

・フロントサスペンションアームサブＡｓｓｙロワー№１脱着 

・フロントフェンダエプロンシール脱着 

・トランスファオイル補充 

・トランスミッションオイル補充 

・ブレーキエア抜き 

・フロントホイールアライメント測定 

・ロードテスト 

 

 

Ｍ０３０ 

（１）片側フロントサスペンション脱着 

２ＡＲ－ＦＥ 

４ＷＤ 

右側 

○．○○ 

 

取外し状態 

・フロントバンパカバー 

・ラジエータグリルサブＡｓｓｙ 

・ヘッドランプＡｓｓｙ 

・カウルトップベンチレータルーバサブＡｓｓｙ 

・ウインドシールドワイパモータＡｓｓｙおよびウインドシー

ルドワイパリンクＡｓｓｙ 

・カウルトップパネルサブＡｓｓｙアウタ 

・フェンダサブＡｓｓｙフロント 

・ウインドシールドアウトサイドモールディングロワー 

・フェンダパネルマッドガード 

・フロントサイドフィックスウインドウＡｓｓｙ 

・エンジンアンダカバーリヤ 

・フロントフロアカバー 

 

(含)作業および部品 

・ドライブシャフトベアリングブラケットホールスナップリ

ング取替 

・フロントサスペンションアームサブＡｓｓｙロワー№１脱着 

・フロントフェンダエプロンシール脱着 

・トランスファオイル補充 

・トランスミッションオイル補充 

・ブレーキエア抜き 

・フロントホイールアライメント測定 

・ロードテスト 

 

 

Ｍ０３０ 

（１）片側フロントサスペンション脱着 

２ＡＲ－ＦＥ  ２Ｗ

Ｄ、２ＡＲ－ＦＥ ４

ＷＤ 左側 

□．□□ 

 

取外し状態 

・フロントバンパカバー 

・ラジエータグリルサブＡｓｓｙ 

・ヘッドランプＡｓｓｙ 

・カウルトップベンチレータルーバサブＡｓｓｙ 

・ウインドシールドワイパモータＡｓｓｙおよびウインドシー

ルドワイパリンクＡｓｓｙ 

・カウルトップパネルサブＡｓｓｙアウタ 

・フェンダサブＡｓｓｙフロント 

・ウインドシールドアウトサイドモールディングロワー 

・フェンダパネルマッドガード 

・フロントサイドフィックスウインドウＡｓｓｙ 

・エンジンアンダカバーリヤ 

・フロントフロアカバー 

 

(含)作業および部品 

・ドライブシャフトベアリングブラケットホールスナップリ

ング取替 

・フロントサスペンションアームサブＡｓｓｙロワー№１脱着 

・フロントフェンダエプロンシール脱着 

・トランスファオイル補充 

・トランスミッションオイル補充 

・ブレーキエア抜き 

・フロントホイールアライメント測定 

・ロードテスト 

 

 

Ｍ０３０ 

（１）片側フロントサスペンション脱着 

２ＡＲ－ＦＥ 

２ＷＤ 

□．□□ 

２ＡＲ－ＦＥ 

４ＷＤ 

左側 

□．□□ 

 

取外し状態 

・フロントバンパカバー 

・ラジエータグリルサブＡｓｓｙ 

・ヘッドランプＡｓｓｙ 

・カウルトップベンチレータルーバサブＡｓｓｙ 

・ウインドシールドワイパモータＡｓｓｙおよびウインドシー

ルドワイパリンクＡｓｓｙ 

・カウルトップパネルサブＡｓｓｙアウタ 

・フェンダサブＡｓｓｙフロント 

・ウインドシールドアウトサイドモールディングロワー 

・フェンダパネルマッドガード 

・フロントサイドフィックスウインドウＡｓｓｙ 

・エンジンアンダカバーリヤ 

・フロントフロアカバー 

 

(含)作業および部品 

・ドライブシャフトベアリングブラケットホールスナップリ

ング取替 

・フロントサスペンションアームサブＡｓｓｙロワー№１脱着 

・フロントフェンダエプロンシール脱着 

・トランスファオイル補充 

・トランスミッションオイル補充 

・ブレーキエア抜き 

・フロントホイールアライメント測定 

・ロードテスト 

 

 

【変更点】 

仕様ごと（句点）に 

区切り指数値を表記 

することで視認性を 

向上 
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(2)（含）作業および部品欄の表記変更 

取替部品・脱着部品・組替部品ごとにまとめ、五十音順に表記することで視認性を向上しまし

た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
3. 変更時期 
コグニセブン 2024年 4月号新規搭載の車種から対応の予定です。 

 

Ⅱ．脱着・取替指数 

Ｇ０１０ 

（２）ウインドシールドガラス取替 

○．○○ 

 

取外し状態 

・カウルトップベンチレータルーバサブＡｓｓｙ 

・両側ウインドシールドアウトサイドモールディング 

・フォワードレコグニションカバー№１ 

 

(含)作業および部品 

・ウインドシールドガラスアドヒーシブダム取替 

・レインセンサブラケット取替 

・両側アシストグリップ脱着 

・両側バイザＡｓｓｙ脱着 

・両側フロントピラーガーニッシュ脱着 

・インナリヤビューミラーＡｓｓｙ 

・フォワードレコグニションカメラ 

・レインセンサ 

・水密テスト 

・付属品 
 

・［除］接着材料費 
 

Ｇ０１０ 

（２）ウインドシールドガラス取替 

○．○○ 

 

取外し状態 

・カウルトップベンチレータルーバサブＡｓｓｙ 

・両側ウインドシールドアウトサイドモールディング 

・フォワードレコグニションカバー№１ 

 

(含)作業および部品 

・両側アシストグリップ脱着 

・インナリヤビューミラーＡｓｓｙ 

・ウインドシールドガラスアドヒーシブダム取替 

・両側バイザＡｓｓｙ脱着 

・フォワードレコグニションカメラ 

・両側フロントピラーガーニッシュ脱着 

・レインセンサ 

・レインセンサブラケット取替 

・水密テスト 

・付属品 
 

・［除］接着材料費 

 

変更後の指数テーブル 

 

現状の指数テーブル 

 




